















































































































いうことになっている。『藻鏡』と『私 』は同じ字と判断できる で了諦の書写とひとまず考え、それに続く『金七十論頌』、『数論二十五諦略図』、『 十 記』の中で、『数論二十五諦略図』は了 字に近い。この『略図』は『大乗義章』において言及されたサーンキヤ説を参考にして二十五諦の分類を にしたも で、最後に「快道師記」とある。　
残りの『金七十論頌』と『数論二十五諦記』は了諦 字と異なっており、それぞれ違う字体である。書写し 了諦










































と『疏』はサーンキヤ哲学と『金七十論』に関する概説（序論に相当する）と『金七十論』 各偈文及び長行部分に対する注釈（本論）との二 構成となっており、『解』は序論に続いて『金七十論』の中の個々 ことばに注釈を加える形をとった書である。　
他方、『藻鏡』は偈文等に対する注釈書ではなく、サーンキヤ哲学と『金七十論』に関する概説を仏典の資料に基


















照していることは明らかである。殆ど 場合、それらの説を批判しているのであるが、ここで興味深いのは、快道は『藻鏡』において『備考』と『解』についてはそ まま『備考』 『解』と記述するのに 法住の『疏』に言及する際には「有人」としか書かない点である。　
『私記』においても同様に『備考』『疏』『解』に言及しており、同様に『備考』、『解』、「有人」を用いてい







































































































































































































































































している点が挙げられる。『備考』や『疏』、『解』では、そ ほど言及されて来なかった問題で り、『倶舎論』の注釈書と同様、快 の厳密な検討の姿勢が伺える。　　　
六、おわりに
　
以上、『金七十論私記』とその作者 関し 検討し 構成や内容の特徴について見てきた。本稿においては『私




































































































tadviparItaH CreyAn vyaktAvyaktajJavijJAnAt//2 （
S.K
.2 ）
伝承されていること（手段） 、経験的に知られていること（手段）と同じである。というのも、それ（隨聞）は不浄、消滅、優劣を具えているからである。それと反対のものがより優れている 展開者と未展開者 知者とを識別するからである。
（
27）『金七十論』巻上（一二四五頁中段二十一～二十四行）
（
28）『私記』十六丁表
（
29）『解』四丁裏
（
30）『疏』巻上（二三七頁上段）
